
交通安全教室のご案内交通安全教室のご案内
　和歌山県・交通事故をなくする県民運動推進協議会では、
運転適性検査器や運転シミュレーター等を活用した、参加・
体験型の高齢者交通安全講座を実施しています。

　　★お申し込み・お問い合わせ先★

　　　県庁県民生活課  （TEL）073-441-2350

交通安全フェア
わかやま2019

ペイントコンテスト
特別賞

楠原　実莉さん
（和歌山市立
     河西中学校）

地球環境保護のために、再生紙と
植物油インキを使用しています。

令和２年度 和歌山県の交通安全令和２年度 和歌山県の交通安全

＜県内一斉交通安全指導の日＞
　県内一斉の交通安全指導の日として、関係
機関や団体が連携して交通安全指導を実施し
ます。

○ 子ども安全の日　　毎月　１日
○ 近畿交通安全デー　毎月１５日
○ 交通事故ゼロの日　毎月２５日

＜各季の交通安全運動＞
○ 春の全国交通安全運動
    令和2年4月6日(月)～4月15日(水)

○ わかやま夏の交通安全運動
    令和2年7月11日(土)～7月20日(月)

○ 秋の全国交通安全運動
    令和2年9月21日(月)～9月30日(水)

○ わかやま冬の交通安全運動
    令和2年12月1日(火)～12月10日(木)

 交通安全フェアわかやま2019  ペイントコンテスト　最優秀賞 
 大川　琴音さん（和歌山市立城東中学校）

【和歌山県交通安全県民運動の重点】【和歌山県交通安全県民運動の重点】
○子供を始めとする歩行者の安全の確保
○高齢運転者等の安全運転の励行
○自転車の安全利用の推進
○飲酒運転の根絶（和歌山県重点）
○横断歩道における歩行者優先の徹底（和歌山県重点）

和歌山県・交通事故をなくする県民運動推進協議会

令和２年度　和歌山県交通安全年間スローガン令和２年度　和歌山県交通安全年間スローガン
（１）一般の部

和歌山市余裕持て　時間とこころと　車間距離作秀優最

佳作 一瞬で　全て失う　飲酒運転

佳作 歩行者が　見えたらとまる　横断歩道

和歌山市

和歌山市

和歌山市

One Team　地域で守る　子の安全作佳

（２）小学生以下の部

最優秀作 あぶないよ　あるいてスマホ　事故のもと
橋本市立

隅田小学校

佳作 あたりまえ　飲むなら乗るな　事故になる
橋本市立

隅田小学校

佳作 よそみする　そこに見えるは　事故の種
和歌山市立

藤戸台小学校

佳作 止まってね　歩行者のいる　横断歩道
橋本市立

隅田小学校

（３）中学生・高校生の部

最優秀作 ドラレコに　映ってぶざまな　そのあおり
近畿大学附属
和歌山中学校

佳作 免許証　家族も協力　自主返納
近畿大学附属
和歌山中学校

佳作 気をつけて　横断歩道に　人がいる
近畿大学附属
和歌山中学校

佳作 乗車時は　必ずつける　命のベルト
近畿大学附属
和歌山中学校

（４）シニアの部

最優秀作 自転車も　あなた次第で　加害者に 和歌山市

和歌山市佳作 飲酒運転　チョットそこまで　失う未来

和歌山市一安心　事故する前の　自主返納作佳 安倍　啓司

橋本　学玖

木下　拓海

折口　侑衣

大塚　啓太郎

森下　久子

楠本　正法

森　雄太朗

奥野　豊子

（※敬称略）

秀　哲哉

和歌山市やりません　ながらスマホに　傘さし運転作佳 橋崎　淳子

川崎　凌夏

石橋　来翔

中平　侑那

藪本　芹那

玉置　悠任



◆自転車は車両です。車両としての交通ルール
　と交通マナーを理解し、安全に利用しましょ
　う。
◆自転車による事故は交通事故になります。交
　通事故を起こした場合は、被害者への賠償責
　任等が生じますので、自転車保険に加入しま
　しょう。
◆夕暮れ時・夜間に外出するときは、反射材用
　品や明るい服装を着用しましょう。

◆飲酒運転は重大事故につながる悪質な犯罪です。絶対に
　やめましょう。「しない」、「させない」、「ゆるさない」
　を徹底しましょう。
◆あおり運転は犯罪です。場合によっては、免許取消し
　や免許停止の対象となるので絶対にやめましょう

◆運転者は交通ルールの遵守と歩行者や他の車両に対す
　る思いやりの気持ちを持って運転しましょう。

◆加齢に伴う身体機能の変化に応じた安全運転を心がけ
　ましょう。運転に不安がある方は、警察の運転適正相
　談窓口にも相談してみましょう。

◆自動車で出かけるときは、シートベルトやチャイルド
　シート着用・使用のひと声をかけましょう。
　

　令和元年中の交通事故発生件数は１，８５９件で、前年（２，２７０件）より４１１件減少し、
平成１４年以降１８年連続の減少となりました。
　また、死者数は３３人で、過去最少となりましたが、飲酒運転による事故やシートベルト非着用
時の事故件数は依然として多く、運転者の交通安全意識の向上が引き続き求められています。

★発生件数は平成14年以降18年連続減少、死者数は過去最少

　飲酒運転による死亡事故は３件発生し、平成
３０年の２件から１件増加しています。また、
飲酒事故件数は２８件で、平成３０年と比較す
ると２件減少したものの、事故により飲酒運転
が発覚する場合も多く、潜在的な違反者も多い
と推測されます。
　飲酒運転の悪質性・危険性を広く理解させ、
飲酒運転行為を是正させるための運転者教育の
推進など、飲酒運転根絶に向けたより一層の取
組が必要となっています。

★飲酒運転による死亡事故が増加

　交通事故による死者のうち、高齢者が占める割合は５４．５%で、平成３０年（６６．７％）と
比較すると約１０％減少しましたが、今後、高齢者及び高齢者免許人口が増加することが予想され
ることから、高齢者の交通事故対策は重要な課題となっています。

★高齢者の死者は全体の５割超

自転車の安全利用の推進

飲酒運転の根絶（和歌山県重点）

横断歩道における歩行者優先の徹底（和歌山県重点）

自転車保険に入っていますか ?

【賠 償 額】　    ９,５２１万円

【事故の概要】　
　男子小学生（11 歳）が夜間、帰宅途中に自転
車で走行中、歩道と車道の区別のない道路におい
て歩行中の女性（62歳）と正面衝突。女性は頭
蓋骨骨折等の傷害を負い、意識が戻らない状態と
なった。

自転車での加害事故事例自転車での加害事故事例

高齢運転者等の安全運転の励行令和元年中の交通事故の概況

（出典：一般社団法人日本損害保険協会ホームページ）
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　木野　綾奈さん（和歌山市立東中学校）
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矢野　愛実さん（和歌山市立河西中学校）
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　大川　宏隆さん（和歌山大学教育学部附属中学校）
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　村上　日向夏さん（和歌山市立東和中学校）

【令和２年度交通安全県民運動の重点】

◆信号機や横断歩道のある場所を横断し、無理な横断はや
　めましょう。

◆重大な事故につながる『歩きスマホ』は絶対にやめましょう。
◆夕暮れ時や夜間に外出するときは、反射材や明るい色の
　衣服を着用しましょう。

◆通学路等を通行する運転者は幼児・児童の安全な通行を
　確保し、思いやりのある運転をしましょう。

子供を始めとする歩行者の安全の確保
◆運転者は、横断歩道における横断歩行者優先のルー
　ルを遵守し、横断歩道を横断し、又は横断しようと
　する歩行者等がいるときは、横断歩道等の前で一時
　停止し、その通行を妨げないようにしましょう。

◆歩行者は、横断歩道横断時に左
　右の安全確認を行い、横断する
　等の交通ルールを守りましょう。


